
王
運
照
・
楊
明
著
『
貌
青
南
北
朝
文
事
批
評
史
』

上
海
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
九
年
六
月
五
九
七
頁

本
書
の
「
説
明
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
「
中
園
文
事
批
評
通
史
」

の
う
ち
の
一
巻
で
あ
っ
て
、
遁
史
全
櫨
は
こ
の
ほ
か
に
『
先
秦
雨
漠

文
事
批
評
史
』
『
惰
唐
五
代
文
事
批
評
史
』
『
宋
金
元
文
事
批
評
史
』

『
明
代
文
事
批
評
史
』
『
清
代
前
中
期
文
事
批
評
史
』
『
近
代
文
事
批

評
史
』
を
含
む
計
七
巻
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
本

来
な
ら
ば
書
評
は
全
七
巻
が
そ
ろ
っ
て
出
版
さ
れ
て
か
ら
、
全
陸
を

通
観
し
た
う
え
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
評
者
は
そ
の
力
量

書

言干

を
持
ち
あ
わ
せ
ず
、

ま
た
巻
ご
と
に
著
者
が
異
な
っ
て
い
る
(
ち
な

み
に
本
書
に
績
い
て
一
九
九
O
年
四
月
に
上
梓
さ
れ
た

『
先
秦
雨
漢
文
事
批

評
史
』
は
、

顧
易
生
・
蒋
凡
雨
氏
の
執
筆
に
か
か
る
)
こ
と
な
ど
か
ら
、

」
こ
で
本
書
の
み
を
紹
介
の
封
象
と
す
る
の
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

本
書
の
著
者
の
ひ
と
り
王
運
照
氏
は
、
い
わ
ず
と
知
れ
た
、
五
十

年
代
に
出
さ
れ
た
『
六
朝
築
府
輿
民
歌
』
『
楽
府
詩
論
叢
』
の
著
者

で
あ
り
、
柴
府
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
こ
の
二
珊
か
ら
う
か
が

え
る
漢
貌
六
朝
楽
府
に
閲
す
る
全
面
的
か
っ
系
統
的
な
考
察
、
確
賓

で
詳
細
な
考
誼
が
、
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一
九
三
六
年
生
ま
れ
で
嘗
時
ま
だ
三
十
歳
前
後

の
王
氏
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
思
い
い
た
る
と
、
誰
し

も
驚
嘆
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。
そ
の
王
氏
は
「
も
と
も
と
漢
貌
六
朝
、

惰
唐
五
代
の
文
事
史
を
主
に
研
究
し
て
い
た
が
、
六
十
年
代
か
ら
は
、

中
園
文
事
批
評
史
の
方
に
研
究
の
重
貼
が
移
っ
て
い
っ
た
」
(
同
氏

『
中
園
古
代
文
論
管
窺
』
自
序
、
斉
魯
書
位
、
一
九
八
七
年
)
の
で
あ
り
、

『
漢
説
六
朝
唐
代
文
事
論
叢
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

「
五
十
年
代
初
期
以
降
で
、

一
九
八
一
年
)
に

は
王
氏
の

と
り
わ
け
一
九
六
六
年
ま

で
」
(
同
書
二
八
二
頁
)
に
書
か
れ
た
文
事
論
文
が
ま
と
め
ら
れ
、
『
文

心
雌
龍
探
索
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
六
年
)
に
は

『
文
心
離
龍
』
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関
係
の
論
文
十
九
篇
が
、

『
中
園
古
代
文
論
管
窺
』

(
前
掲
)
に
は
南

宋
以
前
の
文
事
評
論
に
闘
す
る
論
文
二
十
一
篇
が
そ
れ
ぞ
れ
牧
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
加
の
論
文
集
に
入
れ
ら
れ
た
中
の
幾
篇
か

(
た
と
え
ば
『
中
園
古
代
文
論
管
窺
』
中
の
「
中
園
文
拳
批
評
史
上
的
文
質

論
」
、
同
書
自
序
に
よ
る
)
を
王
氏
と
合
作
さ
れ
た
の
が
、
本
書
の
も
う

一
人
の
著
者
楊
明
氏
で
あ
る
。
楊
氏
は
「
一
九
四
二
年
生
ま
れ
」
で
、

「
王
運
照
教
授
の
指
導
の
も
と
で
説
菅
南
北
朝
唐
代
文
撃
を
研
究
し
、

今
は
復
旦
大
事
中
園
語
言
文
事
研
究
所
に
勤
務
し
て
い
る
」
(
『
研
究

生
論
文
選
集
』
中
園
古
代
文
皐
分
加
付
、

一一一

O
頁
、
江
蘇
人
民
出
版
枇
、

一
九
八
三
年
)
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
復
旦
大
事
の
研
究
者
の
手
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
賓
は
同
大
事
の
教
授
陣
が
複
数
で
執
筆
し
た
同
類
の
室
聞
が

す
で
に
あ
る
。

『
中
園
文
事
批
評
史
上
珊
』
(
上
海
古
籍
出

そ
れ
は
、

版
社
、
一
九
七
九
年
、
以
下
『
上
品
川
』
と
稀
す
)
で
、

一
九
六
四
年
に
出

版
さ
れ
た
後
、
わ
ず
か
の
修
改
を
経
て
一
九
七
九
年
に
再
版
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
が
封
象
と
し
て
い
る
範
圏
は
、
先
秦
か
ら
惰

唐
五
代
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
本
書
が
そ
の
一
環
を
な
す
文
事
批
評

通
史
で
い
え
ば
、
七
巻
中
の
前
三
告
に
相
官
す
る
の
で
あ
っ
て
、
範

園
が
康
い
分
だ
け
内
容
の
詳
し
さ
は
本
書
に
及
ば
な
い
。
『
上
加
』

は
、
復
旦
大
事
中
文
系
古
典
文
事
教
研
組
の
劉
大
木
山
・
王
運
照
・
李

慶
甲
三
氏
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
う
ち
王
氏
は
本
書
の
著
者
で
も
あ
る
。

ほ
ぽ
四
半
世
紀
を
経
て
新
た
に
執
筆
さ
れ
た
本
書
は
、
貌
菅
南
北
朝

に
限
っ
て
い
え
ば
、
四
倍
以
上
の
紙
幅
を
費
し
て
お
り
、
嘗
然
の
こ

と
な
が
ら
記
述
は
は
る
か
に
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
本

書
は
王
・
楊
雨
氏
の
分
櫓
執
筆
に
な
っ
て
い
て
、

「
南
北
朝
文
事
批

評
緒
論
」
「
劉
孤
『
文
心
離
龍
』
」
「
鍾
蝶
『
詩
品
』
」

の
三
章
が
王
氏

の
執
筆
、
残
り
が
楊
氏
の
手
に
か
か
っ
て
い
て
、
分
量
的
に
相
半
ば
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し
て
い
る
が
、
王
氏
は
ま
た
全
瞳
の
主
編
で
も
あ
り
、
王
氏
の
隈
が

全
て
に
、
通
っ
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

本
書
は
ま
ず
、
第
一
編
説
耳
目
文
事
批
評
と
第
二
編
南
北
朝
文
事
批

許
と
に
大
別
さ
れ
、
各
編
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
章
に
分
か
た
れ
て
、

そ
の
章
も
多
く
は
数
節
か
ら
成
っ
て
い
る
。

目
次
の
は
じ
め
の
部
分

だ
け
を
次
に
掲
げ
る
と
、

第
一
編

説
孟
日
文
事
批
評

第
一
章

緒
論

第

章

曹
貌
文
皐
批
評



第
一
節

第
二
節

第

章
第

節

第
二
節

第
三
節

酋
日
不
寸
薗
田
植

慮
場
、
桓
範
、
院
籍

西
育
文
事
批
評

停
玄
、
左
思
、
皇
甫
謡

陸
機
、
陸
雲

右
の
よ
う
に
、
時
代
を
迫
っ
て
記
述
が
進
め
ら
れ
て
い
く
ス
タ
イ

組
集
的
編
纂
和
撃
虞
的
《
文
章
流
別
論
》

ル
は
、
他
の
多
く
の
文
事
批
評
史
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

羅
根
津
氏
の
『
中
園
文
撃
批
評
史
』
と
は
瞳
例
を
異
に
す
る
。
羅
氏

の
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
説
菅
南
北
朝
を
封
象
に
し
て
は
、
時
代
順
で

な
く
、
文
皐
概
念
・
文
筆
之
排
・
文
瞳
類
・
一
耳
目
律
論
・
創
作
論
・
鑑

賞
論
な
ど
横
の
座
標
軸
で
章
立
て
し
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
嘗
す

る
個
所
を
引
用
し
て
い
る
。
陸
機
は
文
瞳
類
と
創
作
論
の
各
章
で
主

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
。

次
に
本
書
の
特
色
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
評
論
の
書
か
れ
た
時
代
や
他
の
評
論
と
の
関
係
に
常
に
眼

い
て
の
記
述
で
、

が
配
ら
れ
て
い
る
黙
が
師
事
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
説
の
曹
亙
に
つ

『
典
論
』
論
文
や

「
呉
質
に
興
う
る
書
」
に
見
え

書

許

る
作
家
論
を
引
い
た
後
で
、
こ
れ
ら
が
個
々
の
詳
細
な
分
析
と
い
う

方
法
を
と
ら
ず
に
、
複
数
の
作
家
を
同
時
に
論
じ
て
互
い
に
比
較
さ

せ
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
後
漢
以
来
の
人
物
批
評
の
風
潮
と

深
い
関
係
が
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
『
後
漢
書
』
列
惇
や
『
世
説

新
語
』
に
載
せ
る
後
漢
の
人
物
評
論
の
賓
例
を
い
く
つ
か
翠
げ
て
、

そ
れ
ら
が
簡
潔
な
評
語
で
人
物
の
特
徴
の
最
た
る
部
分
を
際
立
た
せ
、

互
い
に
比
較
し
て
い
る
貼
に
お
い
て
、
菌
目
玉
の
作
家
論
と
共
通
す
る

こ
と
を
謹
明
す
る
。
さ
ら
に
『
一
一
一
園
志
』
の
評
に
引
く
呉
の
醇
堂
ら

に
よ
る
人
物
評
を
引
用
し
て
、
こ
れ
が
作
家
論
で
は
な
い
も
の
の
、
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文
撃
の
才
能
に
ま
で
論
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
作
家
論

と
一
般
の
人
物
論
と
の
関
連
性
を
う
か
が
わ
せ
る
謹
擦
と
し
て
い
る

(
二
二

l
二
四
頁
)
。

の
み
な
ら
ず
、
『
陪
書
』
経
籍
志
子
部
名
家
類
に
、

菌
日
五
自
身
の
『
土
口
巴
が
劉
郁
『
人
物
志
』
な
ど
と
並
ん
で
著
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曹
五
の
文
論
が
後
漢
か
ら
の
人
物
批
評
と
深

い
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
、
以
上
の
読
を
補
強
し
て
い
る
(
三
七
頁
)

の
で
あ
る
。

次
に
事
げ
ら
れ
る
の
は
、
楽
府
に
闘
す
る
記
述
の
詳
細
さ
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
著
者
が
柴
府
の
専
門
家
の
王
氏
で
あ
っ
て
み
れ
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ぼ

嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
が
。

一
例
を
翠
げ
る
と
、

南
朝
の
文
事

論
の
特
徴
を
概
述
し
た
個
所
で
次
の
よ
う
に
い
う
|
|
漢
貌
六
朝
の

楽
府
や
無
名
氏
の
作
を
、
南
朝
の
文
事
評
論
家
は
軽
視
し
て
い
る
。

『
文
心
離
龍
』
柴
府
篇
で
は
「
淫
辞
」
と
し
て
ま
と
め
て
却
け
ら
れ
、

『
詩
品
』
で
は
ラ
ン
ク
づ
け
か
ら
は
ず
さ
れ
、

『
文
選
』

に
も
採
録

さ
れ
ず
、

『
玉
葦
新
一
誌
』
に
少
し
が
選
ば
れ
て
い
る
だ
け
だ
。

そ
の

原
因
は
、
内
容
が
正
統
的
な
立
場
か
ら
の
教
化
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い

う
賠
以
外
に
、
こ
と
ば
が
卑
俗
で
あ
っ
て
、
断
韓
文
皐
で
重
ん
じ
ら

れ
る
封
句
や
美
辞
・
一
音
盤
上
の
美
し
さ
に
依
け
る
離
に
も
あ
る
。
そ

れ
は
南
靭
の
批
評
家
が
人
物
描
寓
を
重
視
し
な
か
っ
た
こ
と
と
も
関

連
す
る
。
+
氾
嘩
は
『
後
漢
書
』
の
列
停
で
い
き
い
き
と
し
た
人
物
描

寓
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
獄
中
に
て
諸
甥
姪
に
興

う
る
書
」
で
、
停
の
前
後
の
序
や
論
・
讃
の
出
来
映
え
を
自
負
す
る

だ
け
で
、
停
そ
の
も
の
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
し
、

『
文
選
』
で
も
史

書
の
讃
・
論
・
序
・
述
の
部
分
を
載
せ
る
の
み
で
、
俸
は
録
さ
な
い
。

『
文
心
雌
龍
』
も
柴
府
篇
で
、
物
語
り
ゃ
人
物
描
寓
に
お
い
て
す
ぐ

れ
る

「
陪
上
桑
」
や
「
焦
仲
卿
妻
」
な
ど
の
漢
代
の
楽
府
民
歌
を
と

り
あ
げ
て
お
ら
ず
、
史
停
篇
で
『
左
停
』
や
『
史
記
』
の
す
ぐ
れ
た

人
物
描
潟
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
い
き
い
き
と
し
た
人
物
像
が

文
事
性
に
依
け
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
(
一
六
八
九
頁
)
。

い
ま
一
つ
の
大
き
な
特
色
は
、
記
述
が
、
厳
密
で
確
質
な
護
み
に

裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
文
心
殿
龍
』
遁
鑓
篇
は
、

文

事
に
お
け
る
停
統
の
継
承
と
繁
革
と
を
主
に
論
じ
て
い
る
こ
と
で
知

ら
れ
る
が
、

通
費
篇
の
内
容
は
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、

「
通
費
」

と
い
う
語
の
意
味
は
、
通
が
継
承
で
幾
が
革
新
で
あ
る
の
で
は
決
し

て
な
く
、
通
・
費
と
も
に
襲
化
し
て
滞
る
こ
と
が
な
い
意
で
あ
る
の

を
指
摘
さ
れ
る
(
四
五
八
|
九
頁
)
の
は
、
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
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見
し
た
と
こ
ろ
人
の
意
表
に
出
る
が
ご
と
く
見
え
る
こ
の
指
摘
も
、

『
易
』
繋
鮮
停
や
通
費
篇
冒
頭
部
の
分
析
を
通
し
て
考
え
て
み
れ
ば
、

容
易
に
首
肯
で
き
よ
う
。
讃
み
が
確
か
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
に

立
脚
し
て
展
開
さ
れ
る
記
述
も
蛍
然
の
こ
と
な
が
ら
一
貫
性
を
も
っ

て
い
る
。

封
象
を

『
文
心
雌
龍
』

に
限
っ
て
み
て
も
、

も
っ
ぱ
ら

『
楚
鮮
』
を
論
じ
た
五
番
目
の
排
騒
篇
は
、
六
番
目
の
明
詩
篇
か
ら

二
十
五
番
目
の
書
記
篇
ま
で
の
文
鐙
論
に
つ
ら
な
る
の
で
は
な
く
、

原
道
・
徴
聖
・
宗
経
・
正
緯
の
四
篇
と
と
も
に
「
文
之
植
紐
」
の
一

端
を
に
な
っ
て
い
る
こ
と
(
三
一
一
二
頁
以
下
)
、
「
風
骨
」

の
風
は
作
者



の
思
想
感
情
が
作
品
に
表
れ
た
も
の
に
つ
い
て
い
い
、
骨
は
こ
と
ば

に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
(
四
四
六
頁
以
下
)
な
ど
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
劉
孤
篤
何
把
《
排
騒
》
列
入

H
文
之
植
紐
U
H

」
(
一
九
六
四
年
)
、

「
《
文
心
離
龍
》
風
骨
論
詮
樟
」
(
一
九
六
二
年
)
と
い
う
論
文
に
お
い

て
王
氏
が
す
で
に
強
調
さ
れ
て
い
た
し
、
自
然
描
寓
に
つ
い
て
論
じ

た
四
十
六
番
目
の
物
色
篇
は
本
来
も
っ
と
前
に
置
か
れ
て
、
三
十
三

番
目
の
整
律
篇
な
ど
と
一
一
緒
に
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
は
諜
り
で

あ
っ
て
、
物
色
篇
は
む
し
ろ
そ
の
直
前
の
時
序
篇
と
ベ
ア
に
な
っ
て

い
て
、
文
事
に
表
れ
た
封
象
を
片
や
時
代
社
舎
を
中
心
に
、
片
や
自

然
の
景
色
を
中
心
に
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
(
四
七
九
頁
)
に

つ
い
て
は
、

「
わ
た
し
は
六
十
年
代
初
に

『
中
園
文
事
批
評
史
』
上

加
の
一
章
『
文
心
雌
龍
』

の
執
筆
に
参
加
し
た
時
、

『
時
序
』
『
物

色
』
の
二
篇
を
並
べ
て
、

H
時
代
と
文
事
の
関
係
M
M
H
自
然
の
景
色
と

文
事
創
作
の
関
係
H

と
い
う
小
題
で
分
析
し
た
が
、
今
も
な
お
こ
う

し
た
考
え
を
も
っ
て
お
り
、
こ
う
理
解
し
た
方
が
劉
漉
の
意
聞
に
合

致
す
る
よ
う
に
思
う
」
(
王
氏
『
文
心
離
龍
採
索
』

一
五
九
頁
)
と
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

一
貫
性
は
賓
感
で
き
よ
う
。

さ
て
、
さ
き
の
『
上
加
』
に
も
い
く
つ
か
問
題
貼
は
あ
っ
た
。
た

書

苦手

と
え
ば
伊
藤
正
文
氏
が
指
摘
(
「
『
放
蕩
』
と
文
事
」
、
『
未
名
』
七
披
所
牧
)

さ
れ
る
よ
う
に
、
梁
の
粛
綱
・
蒲
揮
に
闘
す
る
く
だ
り
は
や
や
妥
嘗

性
を
放
く
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
粛
緯
『
金
楼
子
』
立
言
篇

の
「
風
謡
を
吟
詠
し
て
哀
思
に
流
連
す
、

「
文
の

之
を
文
と
調
う
」

如
き
に
至
り
て
は
、
惟
れ
須
く
締
穀
紛
披
、
宮
徴
廃
呈
に
し
て
、
肩

吻
遁
曾
し
、
情
霊
揺
蕩
す
ベ
し
」
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
、
粛
揮
の
論

は
「
作
品
の
思
想
内
容
と
教
育
作
用
を
完
全
に
軽
視
し
て
、
形
式
だ

け
を
強
調
し
て
お
り
、
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
は
じ
め

て
文
事
と
い
え
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
形
式
主
義
理
論
の
鼓

吹
は
必
然
的
に
、
創
作
を
し
て
、
う
わ
ベ
だ
け
が
華
や
か
で
、
感
情
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悲
傷
、
作
風
軽
艶
の
道
を
歩
ま
せ
る
」
(
「
上
加
』
一
二
四
頁
)
と
断
じ
、

「
請
綱
は
息
子
に
興
え
た
書
簡
の
中
で
『
立
身
の
道
は
、
文
章
と
異

な
る
。
立
身
は
先
ず
須
く
謹
慎
な
る
べ
く
、
文
章
は
且
く
須
く
放
蕩

な
る
べ
し
』
(
『
営
陽
公
大
心
を
誠
む
る
書
』
)
と
い
っ
て
い
る
。
彼
は
人

人
の
思
想
生
活
と
道
徳
修
養
を
、
文
事
作
品
と
完
全
に
切
り
離
し
て
、

文
章
放
蕩
の
読
を
公
然
と
提
倍
し
た
が
、
こ
れ
は
よ
り
大
き
な
誤
り

で
あ
る
。
:
:
:
文
章
放
蕩
を
強
調
し
た
こ
と
は
、
必
然
的
に
淫
擁
で

堕
落
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
」
(
同
一
一
一
一
九
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
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前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
驚
揮
が
「
形
式
だ
け
を
強
調

し
て
お
り
」
と
い
う
論
述
が
事
賓
で
は
な
い
し
、
後
者
は
「
放
蕩
」

な
る
語
義
の
誤
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
(
放
蕩
に
つ
い
て
は
、
郵

仕
様
「
稼
『
放
蕩
』
1
1
6
粂
論
六
朝
文
風
」
、
『
中
園
文
事
報
』
第
三
十
五
加

所
牧
を
参
照
)
。

」
れ
に
劃
し
て
本
書
で
は
、

『
上
加
』

ま
ず
粛
緯
に
つ
い
て
は
、

と
同
様
に
『
金
棲
子
』
立
言
篇
の
ほ
ぼ
同
じ
部
分
を
引
い
て
、
革
期
緯

の
い
う
詩
の
特
徴
を
三
貼
に
分
け
て
列
奉
す
る
。
第
一
は
「
流
連
哀

思
」
「
情
霊
搭
蕩
」
、

つ
ま
り
強
い
持
情
性
と
大
き
な
感
動
力
を
も
っ

こ
と
で
あ
る
と
い
い
、
績
い
て

「
『
吟
味
風
謡
』
の
一
語
は
注
目
に

値
す
る
。
正
統
的
で
保
守
的
な
文
挙
観
は
い
つ
も
民
間
歌
謡
を
軽
視

し
、
鄭
衡
の
一
音
と
し
て
排
斥
す
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
し
か
し
粛
緯
が

こ
こ
で
言
っ
て
い
る
中
に
は
、
文
人
の
詩
の
創
作
は
民
間
歌
謡
の
特

色
を
吸
牧
し
た
も
の
だ
と
い
う
意
味
あ
い
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
か
な
り
斬
新
な
文
事
離
で
あ
る
。
彼
と
同
時
代
の
粛
子
額
『
南
斉

書
』
文
事
俸
論
で
も
詩
の
創
作
は
『
雑
う
る
に
風
謡
を
以
て
す
』
ベ

き
だ
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
昔
時
に
あ
っ
て
わ
り
あ
い
普
遍

的
な
見
方
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
」
(
二

O
O頁
)
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
第
二
に
「
締
穀
紛
披
」

つ
ま
り
表
現
が
美
し
い
こ
と
、
第

三
に
「
宮
徴
擁
長
、
肩
吻
、
通
舎
」
す
な
わ
ち
、
一
音
律
の
調
和
が
と
れ

て
音
楽
的
な
美
を
具
え
て
い
る
こ
と
を
開
挙
げ
て
、

「
永
明
撃
律
論
が

出
て
か
ら
、
詩
の
一
音
楽
的
な
美
に
劃
す
る
人
々
の
迫
求
は
、
よ
り
自

質
的
に
普
遍
的
に
な
っ
た
。
こ
の
三
貼
の
認
識
は
、
説
菅
の
文
事
論

に
す
で
に
表
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
っ
そ
う
集
中
的
に
明
確
に
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
六
朝
人
の
文
壊
の
美
的
特
性
に
劃
す
る

見
方
を
概
括
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
」
(
二

O
O
l
一
頁
)
と
記
し
て

、
!
〉

O

V
し
M
'
w
d
v
、
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」
れ
だ
け
で
も
『
上
加
』
か
ら
の
進
展
は
目
を
み
は
る
ば
か
り
で

あ
る
が
、
本
書
で
は
さ
ら
に
、
論
緯
「
内
典
碑
銘
集
林
序
」
か
ら
、

文
章
の
創
作
は
時
代
と
と
も
に
推
移
す
る
こ
と
、
表
現
よ
り
も
内
容

の
方
に
重
貼
が
あ
る
こ
と
、
文
飾
と
質
撲
を
調
和
さ
せ
る
、
べ
き
で
あ

る
こ
ト
』
、

の
各
貼
を
そ
の
主
張
と
し
て
引
き
、

『
文
心
離
龍
』
な
ど

と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
乙
れ
ら
の
主

張
が
宜
は
費
梁
に
お
い
て
は
人
々
の
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
述

べ
て
い
る
(
三

O
一
|
二
頁
)
。

一
方
、
粛
綱
に
つ
い
て
は
、
「
湘
東
王
に
輿
う
る
書
」
「
嘗
陽
公
大



心
を
誠
む
る
室
田
」
だ
け
で
な
く
、
「
昭
明
太
子
集
序
」
「
張
慣
の
集
を

示
せ
し
を
謝
す
る
に
答
う
る
書
」

「
新
添
侯
の
詩
に
和
す
る
に
答
う

る
書
」
を
引
用
し
て
、
粛
綱
の
文
撃
観
を
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
し

て
い
る
。

「
張
聞
の
集
を
一
不
せ
し
を
謝
す
る
に
答
う
る

た
と
え
ば

書
」
で
、
粛
綱
が
自
分
の
作
品
が
「
目
を
寓
し
心
を
寓
し
、
事
に
因

り
て
作
」

っ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
に
閲
し
て
、
こ
れ
が

「
物
に
感
じ
て
動
き
、
故
に
撃
に
形
る
」
(
『
趨
記
』
築
記
)
や
「
哀
柴

に
感
じ
、
事
に
縁
り
て
裂
す
」
(
「
漢
書
』
義
文
志
)
の
停
統
的
な
観
黙

を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
、
粛
綱
自
身
の
経
験

に
根
ざ
す
部
分
が
あ
る
こ
と
に
も
言
及
す
る
。
感
情
を
喚
起
す
る
原

因
と
な
る
外
物
と
し
て
、
粛
綱
は
自
然
の
風
景
、
友
人
や
客
と
の
宴

舎
や
遊
費
、
遺
境
で
の
い
く
さ
の
三
つ
を
事
げ
て
い
る
が
、
本
書
は

と
り
わ
け
三
番
目
の
理
由
は
、
文
人
が
通
常
経
験
す
る
も
の
で
な
い

と
し
て
、
裏
陽
に
赴
い
て
源
兵
を
経
験
し
た
粛
綱
自
身
の
瞳
験
と
結

び
つ
け
、
彼
の
「
劉
孝
緯
に
輿
う
る
書
」
に
見
え
る
感
情
の
表
出
を

傍
謹
と
し
て
引
い
て
、
文
事
の
持
情
性
へ
の
彼
の
自
費
の
表
れ
で
あ

る
と
述
べ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
鍾
蝶
『
詩
品
』
序
の
「
心
室
を
感
蕩

せ
し
む
」
云
止
と
こ
う
し
た
言
及
と
は
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま

書

許

た
飽
照
や
呉
均
を
は
じ
め
と
す
る
南
靭
の
詩
人
た
ち
に
軍
隊
生
活
に

材
を
取
っ
た
詩
が
多
く
、
講
綱
に
も
「
従
軍
行
」
「
融
西
行
」
「
雁
門

太
守
行
」
な
ど
の
少
な
か
ら
ざ
る
作
が
あ
る
と
い
う
賓
作
面
で
の
情

況
を
ふ
ま
え
て
記
述
し
て
い
る
(
二
八
九
|
二
九
一
頁
)
。

さ
て
『
上
加
』
で
「
淫
牒
で
墜
落
の
道
を
歩
む
」
も
と
に
な
っ
た

と
酷
評
さ
れ
た

「
文
章
且
須
放
蕩
」
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
こ
の
表

現
を
含
む
「
嘗
陽
公
大
心
を
誠
む
る
書
」
が
子
を
戒
め
る
た
め
の
書

簡
で
あ
る
と
い
う
原
黙
に
立
ち
戻
っ
て
、
「
そ
の
重
黙
は
む
ろ
ん
(
文

章
は
且
く
須
く
放
蕩
な
る
べ
し
と
い
う
黙
で
な
く
|
|
評
者
補
)
立
身
は
謹
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重
な
る
べ
し
と
い
う
貼
の
方
に
あ
る
。

『
放
蕩
』
な
る
語
は
、

拘
束

を
受
け
な
い
ほ
ど
の
意
で
あ
る
」
(
二
九
九
頁
)
と
、
き
わ
め
て
穏
嘗

な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、

「
文
章
は
且
く
須
く
放

蕩
な
る
べ
し
」
と
い
う
の
は
、

「
員
の
感
情
を
自
由
に
の
ベ
、

慾
望

と
女
性
美
と
を
大
臆
に
描
寓
す
る
と
い
う
意
義
を
そ
な
え
て
い
て
、

儒
家
的
な
考
え
に
そ
む
く
と
い
っ
た
文
事
的
主
張
で
あ
る
」
(
三

O

O
頁
)
と
結
論
づ
け
る
。

講
綱
の
「
誠
嘗
陽
公
大
心
書
」
は
、
子
を
戒
め
る
性
格
の
書
簡
で

あ
る
こ
と
以
外
に
、
そ
も
そ
も
が
『
塞
文
類
家
』
巻
二
三
に
よ
っ
て
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俸
え
ら
れ
る
だ
け
で
、
こ
れ
が
必
ず
し
も
全
文
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、

前
半
部
分
は
事
聞
の
必
要
性
を
説
い
て
お
り
、
そ
れ
に
績
く
問
題
の

個
所
も

「
立
身
之
道
典
文
章
異
」

で
あ
っ
て

「
文
章
之
道
県
立
身

異
」
で
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、

な
る
表

「
文
章
且
須
放
蕩
」

現
に
、
果
た
し
て
後
世
と
り
ざ
た
さ
れ
る
ほ
ど
の
重
み
を
も
っ
た
主

張
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
評
者
に
は
甚
だ
疑
問
に
思
わ
れ
、

し
た
が
っ
て
『
上
加
』
に
こ
め
ら
れ
た
過
度
の
庇
意
は
い
う
に
及
、
は

ず
、
本
書
で
の
結
論
に
も
や
や
過
大
評
債
の
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず

だ
が
、
嘗
時
の
詩
風
と
結
び
つ
け
て
論
ず
れ
ば
、
全
鐙
と
し
て
の
記

連
は
安
嘗
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
書
は
執
筆
に
際
し
て
、
圏
外
に
も
及
ぶ
多
方
面
の
研
究
成
果
を

吸
牧
し
、

記
述
の
妥
雷
性
に
意
を
注
い
で
い
る
。

そ
の
一
斑
は
、

蓑
子
野
に
つ
い
て
(
二
六
六
頁
)
林
田
慎
之
助
氏
の
、
徐
陵
の
と
こ
ろ

で(二一

O
五
頁
)
輿
膳
宏
氏
の
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
い

る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
「
『
劉
孤
文
心
雌
龍
』
を
含
む

約
半
分
の
章
や
簡
は
、
王
元
化
・
牟
世
金
・
張
文
動
・
居
焼
の
回
数

授
に
審
査
開
請
を
請
い
、

『
鍾
蝶
詩
品
』
の
章
は
、

首
旭
・
蒲
華
柴

雨
氏
に
関
讃
指
正
を
請
う
た
」
(
「
説
明
L
)

と
あ
る
よ
う
に
、
持
鍔
た

る
専
門
家
が
間
接
的
に
せ
よ
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
そ
れ
を
裏
づ
け

た
だ
、
愛
嘗
性
に
重
き
を
置
い
た
分
だ
け
教
科
書
的
性
格
が

強
ま
り
、
濁
創
性
が
薄
め
ら
れ
た
印
象
は
残
る
。
劉
認
の
卒
年
に
開

よ
h

つ。
し
て
、
「
五
一
一
一
?
」
年
(
三
二
二
頁
)
と
記
し
、
「
こ
の
間
題
に
つ
い

て
は
、

更
な
る
考
訂
が
待
た
れ
る
」
(
三
二
四
頁
)
と
い
う
が
、

『上

加
』
で
も
「
約
五
三
二
」
年
と
、
お
そ
ら
く
は
故
李
慶
甲
氏
の
考
誼

に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
卒
年
を
示
し
て
あ
る
の
に
、
こ
こ
に
至
っ
て
花

文
澗
氏
の
読
を
疑
問
符
つ
き
で
引
き
、
楊
明
照
氏
、
李
氏
の
読
を
注

で
紹
介
す
る
の
は
、
や
や
後
退
の
感
が
否
め
な
い
。
確
か
に
沼
氏
の
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読
に
左
祖
す
る
研
究
者
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
『
上
新
』
の
記

述
を
敢
え
て
改
め
る
こ
と
も
な
い
と
、
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。

次
に
一
つ
疑
問
に
思
う
所
を
述
べ
て
み
る
。
鍾
蝶
の
劉
現
一
許
「
其

の
源
は
王
祭
に
出
づ
。
善
く
棲
民
の
詞
を
烏
し
、
自
ら
清
抜
の
気
有

り
。
現
は
既
に
良
才
を
践
し
、
又
厄
運
に
躍
る
。
故
に
善
く
喪
見
を

紋
し
、
感
恨
の
詞
多
し
」
を
引
い
て
「
劉
現
は
呂
田
末
の
凱
離
を
瞳
験

し
、
そ
の
詩
は
陳
慨
の
情
に
あ
ふ
れ
で
い
る
。
こ
こ
で
そ
の
生
活
韓

験
と
結
び
つ
け
て
作
品
の
特
色
を
説
明
す
る
の
は
、
す
こ
ぶ
る
要
貼

を
つ
い
て
い
る
。
劉
詩
の
ス
タ
イ
ル
は
、
も
の
さ
び
し
く
悲
壮
で
あ



る、

し
か
し
、

そ
の
源
流
が

『
文
秀
づ
る
も
質
離
し
』
の
王

築
に
あ
る
と
す
る
の
は
、
矛
盾
し
た
考
え
で
あ
る
」
(
五
二
五
頁
)
と

い
う
が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
詩
の
ス
タ
イ
ル
と
い

う
貼
で
は
、
王
祭
を
継
承
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
し
か
し
、
こ

こ
は
む
し
ろ
「
見
離
を
韓
験
し
、
そ
の
詩
は
棟
慨
の
情
に
あ
ふ
れ
て

い
る
」
貼
で
、
戦
晶
に
あ
っ
て
長
安
か
ら
荊
州
へ
行
く
時
の
情
景
を
、

悲
壮
な
詩
風
で
「
七
哀
詩
」
に
う
た
っ
た
王
祭
と
結
び
つ
く
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。
劉
現
評
の
「
善
爵
棲
戻
之
詞
」
は
、
王
祭
評
の
「
護

融
憤
之
詞
」
と
い
み
じ
く
も
照
臆
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

「
各
批
評
家
の
観
貼
の
異
同
を
比
較
す
る
の
に
留
意
し
た
」

(一説

明
」
)
と
い
わ
れ
る
、
通
り
、
常
に
細
心
の
注
意
を
排
っ
て
差
異
を
抽
出

し
、
か
っ
そ
の
指
摘
は
煩
を
い
と
わ
ず
各
所
で
な
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
必
ず
し
も
全
櫨
を
通
請
し
な
く
て
も
、
た
と
え
ば
鍾
蝶

な
ら
鍾
蝶
に
つ
い
て
の
章
を
謹
め
ば
、
劉
孤
を
は
じ
め
と
す
る
他
の

批
評
家
と
の
遠
い
が
そ
こ
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
そ
れ
で
使

構利
成で
があ
先る
秦が
雨
漢逆
の l~

著 4-
57 
らと
もし、

影印
響象
をも
っ 草等
け玄
て。
い『
る文
こ d心

と離
の育E
:1'1'( [6  日

摘の

は
、
三
二
八
頁
に
あ
り
、
さ
ら
に
三
三
九
頁
で
も
く
り
返
さ
れ
て
い

書

許

る
。
少
し
く
整
理
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

反
割
に
不
足
を
感
じ
る
の
は
、

「
思
想
文
化
的
背
景
や
時
代
風
気

と
の
闘
連
」
(
「
説
明
」
)
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
ど
う
し

て
も
依
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
併
殺
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
が

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
六
百
頁
近
い
紙
幅
を
費
し
て
貌
菅
南

北
朝
の
文
事
批
評
史
を
述
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、
せ
め
て
一
章
、
い
や

一
節
な
り
と
も
こ
れ
に
割
い
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は
、
評
者
だ
け
で

あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
羅
根
淳
氏
の
書
は
「
傍
経
醜
語
論
」
な
る
一

章
を
設
け
て
こ
れ
に
あ
て
て
い
る
。
羅
氏
の
批
評
史
が
個
性
的
な
魅
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力
を
そ
な
え
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
記
述
の
安
嘗
性
と
分
析
の
細
か
さ
、
説
き
及
ぶ
範
園

の
康
さ
に
お
い
て
、
本
書
は
類
書
に
ぬ
き
ん
で
て
い
る
。
中
園
文
事

批
評
史
研
究
の
大
家
で
あ
る
、
郭
紹
虞
・
朱
東
潤
両
氏
は
、
一
九
八

四
年
と
一
九
八
八
年
に
相
次
い
で
世
を
去
ら
れ
た
(
「
説
明
」
)
と
い
う

が
、
奇
し
く
も
同
じ
復
旦
大
事
の
研
究
者
の
手
に
な
る
本
書
が
、
雨

氏
の
批
評
史
を
凌
駕
す
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
疑
義
を
さ
し

は
さ
む
人
は
、
お
そ
ら
く
あ
る
ま
い
。

(
一
九
九

O
年
十
一
月
)

(
神
戸
大
亭

釜
谷
武
志
)




